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写真：藤田川橋梁
旧東北本線の築堤下に造られた外壁、内壁ともにレンガ造の橋梁。二級河川藤田川に架けられ、側面を垂直にしたアーチ形断面を持つ。
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府
駅
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島
駅
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９
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に
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９
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６
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府
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っ
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背
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に
は
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強
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が
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委
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と
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９
４
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に
発
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と
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が
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廃
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成
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を
結
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て
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活
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を
し
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の

年
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ち
に
衆
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院
で
利
府

駅
の
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が
決
定
さ
れ
ま
し

た
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た
、住
民
へ
利
府
駅
の

利
用
を
よ
び
か
け
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な
ど
、利

用
者
側
の
努
力
で
利
府
駅
の

重
要
性
を
示
そ
う
と
す
る
動

き
も
あ
り
ま
し
た
。住
民
の
強

い
思
い
と
行
動
が
、い
ま
に
利

府
駅
を
残
し
て
い
ま
す
。

　3月22日（日）、文化交流センター「リフノス」でシンポジウムが開催されました。約300人の方が訪れたシンポジウムでは、
郷土史家の菅原正道さんを講師に、第１部では基調講演「東北を大動脈として支えた山線」、第２部ではパネルディスカッション
「旧東北本線（山線）を、どう未来につなぐか」のテーマで会場の皆さんと理解を深めました。

旧東北本線
　「山線」を活かしたまちづくりシンポジウム

鉄道遺産を、まちの未来へ

山線への思い出
・山線沿いに住んでいます。叔父が仙台へ通勤時、列車から手を振ったり、
土産品を投げてくれたことを思い出します。

・私が利府小学校3年生の頃、山線が廃止されて寂しい思いをした記憶が
あります。駅の売店がなくなり、マンガが買えなくなったのを覚えてい
ます。

・高校生のとき、駅員さんから「早く、早く」とせがまれて乗車した記憶が
あります。利府駅構内で直視した蒸気機関車の猛烈さに、ただただ驚愕
でした。

・坂の途中で登れなくなると、乗客のみんなが降りて列車を押したという
話を母から聞いています。蒸気機関車の窓を開けるとトンネルの中で
煙が入ってきて鼻が煤で真っ黒になるとも聞きました。

アンケートに寄せられた、
皆さんの声を紹介します参加者の声

空撮：利府町春日

廃線跡

▲山線を走ったC58形蒸気機関車（撮影者：徳永 益男）

▲旧利府駅正面 1982年
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鈴木 隆悦さん

一般社団法人タンコーカナリ
代表理事

石井 宏之さん

東北歴史博物館
建造物担当技師
成田 翔音さん

株式会社三協技術
文化財調査室
高橋 義行さん

すずき りゅうえつ いしい ひろゆき なりた しおん たかはし よしゆき
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　4月11日（土）に館山公園で利府大花見会が開催されました。開催の皮切りに利府太鼓による迫力ある演奏が披露され、館
山公園に太鼓の音が響き渡りました。甲冑体験のほか、子どもたちが遊べるスペースやキッチンカーの出店もあり、多くの方
が来場し、お花見を楽しみました。 ※4月12日（日）は強風のため中止となりました。

「山線」スポットを歩く～森郷から赤沼まで～

ホームから改札に向かう人 （々1982年）

「山線」に関する資料を集めています
皆さんのご自宅に、山線や利府駅のことがわかる道具や写真などがありましたら、生涯学習課に
ご連絡ください。ご協力のほどよろしくお願いします。

電化前の東北本線利府駅のホーム（1960年頃） 旧利府駅前（1973年）

問　生涯学習課　文化振興・リフノス係　☎７６７-2197

利府駅

利府塩釜IC

新利府駅

利府JCT

利府しらかし台IC

利府中I.C

松島海岸IC

春日PA

45

47

明治時代に造られたレンガ造りの
アーチ橋。山線が走っていた頃の様子
を伝えてくれます。

3.藤田川橋梁

春日字黄金井 付近

橋自体は廃線後に架けられたもので
すが、旧線時代の橋脚が今でも橋を
支えています。

2.橋を支える橋脚

森郷字一里塚 付近

染殿神社から松島方面に600ｍほど行っ
たところです。左側が県道8号線（利府街
道）、右側が三陸自動車道。信号場があっ
た場所には当時停車場もあり、他の廃線
跡と比べて広くなっています。

4.赤沼信号場跡

赤沼字横街道 付近

 1975年、東北新幹線の建設を記念し
て、本町にSLとELが展示されました。
その後、2022年に老朽化のため、SL
の動輪のみをモニュメント化して展示
しています。

1.森郷児童遊園

SL公園

三陸自動車道県道8号線

橋を支える橋脚

2
森郷児童遊園1

藤田川橋梁3

赤沼信号場跡4

第3回利府大花見会を開催しました

4/7 火

　株式会社伊藤園様による「わたしの街の未来の桜プロジェクト」として、八重枝垂桜の苗木10本の寄付をいただきま
した。菅谷台保育所の子どもたちと女子プロバレーボール「リガーレ仙台」の選手が一緒に館山公園に植樹をしました。

館山公園で桜の植樹式を開催しました

利府の町並みを眺望できます

利府太鼓の皆さんによる演奏

館山公園に植えたお～いお茶の桜に
たくさんのメッセージが集まる新中道在住・川村さん親子

　２年前から利府に住み始めまし
た。毎年、館山公園の桜を見に訪
れていますが、初めて来たときも
綺麗でしたし、今年も見事に咲い
ていて満足しています。来年の桜
も楽しみです。

InterView

▲詳しくはこちら

わたしの街の未来の桜プロジェクトとは
　「お～いお茶」桜パッケージ商品の売上の一
部を、桜の植樹や保全などに寄付する取り組
みで、2026年2月までに47都道府県で1,620
本の桜を植樹しています。
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